
前川中だより 
教 育 目 標    「自 学」 ・ 「親 愛」 ・ 「鍛 錬」 

「MAEKAWA PRIDE」 ～積小為大を実践する学校～ 
三郷市立前川中学校     令和８年５月１日（金） 

生徒数 1年１２６名 2年９２名 ３年１３１名 特支１８名 計３６７名 
 

「声の大きい者が勝つ」集団にしない 
                              校 長  中三川 真弓 

 

日々の学校生活の中で、私たちはさまざまな意見や考えを持ち寄り、協力して学び合っていま
す。その中で、「声の大きい者が勝つ集団にならない」ということは、とても大切なテーマです。 

学校は、誰もが安心して意見を述べられる場所でありたいと願っています。声の大きさだけで
はなく、内容の質や相手への思いやりも重視し、互いに尊重し合うことが、より良い集団をつく

る基本であると考えます。 
声が小さくて意見を言いにくい人の思いにもきちんと耳を傾け、理解し合うことが大切です。 

皆さん一人一人の意見や考えを尊重し、多様な意見を受け入れることで、より豊かな学びの場 
となります。 

➤「声の大きい人」だけで授業が進められていないでしょうか（みんなが考える時間に、ポンっ 
とつい答えを口走ってしまってはダメですよ。考える時間は、とことん考え抜きましょう）。 

➤「声の大きい人」の意見が優先されて、他の貴重な意見が埋もれてはいないでしょうか（例え 
ば学級での決めごと。“本当はもっとこうしたいんだけどなあ”という大切な思いが発信され 

ていますか？）。 
➤「声の大きい人」の声が常に充満して、静かにしてほしい時間を邪魔してはいないでしょうか 

（休み時間の過ごし方、大丈夫ですか？ 教室内には静かに本を読んでいる人もいます）。 
…何だか、こう並べてしまうと「声の大きい人」が悪者のように見えてきてしまいますね。でも

それは違います。「声の大きい人」が悪いのではなく、「声が大きいこと」を勘違いしてはならな
いということです。むしろ、「声の大きい人」は“臆せず自分を主張できる”という持ち前の気質

があるのかもしれませんし、それは長所ですから。ただ、それを単に通そうとするのではなく、
皆に聞いてみて、他の考え方に触れて、皆で物事を運ぼうとする気持ちが必要だと思うのです。 

 学校だけの話ではありません。社会全体を見渡してみてください。私たちは、小さい声も拾え
ている社会に身を置くことができているでしょうか。 

「声の大きさ」だけに頼らず、相手の気持ちや考えを大切にしながら、「協働」を意識できる皆
さんでいてください。声の大きい人と、そうでない人とが協力するのです。みんなが安心して意

見を出せる、温かい学校をつくっていくこと、明るい社会をつくっていくこととはそういうこと
だと、何だか最近、痛切に感じています。 

 
 

 

  年度当初にあたり、各学年でフォーサイト手帳（詳細は 
裏面の説明をご覧ください）について、１年生は使い方の 

基本、２年生と３年生は昨年度よりもっと上手に活用する 
ための確認が行われました。 

短期的な予定と中～長期的な予定を見通すことができ 
れば、自分の生活をより楽しく充実したものにできるこ 

とでしょう。 
（実は、先生方も「フォーサイト手帳」を使っています！） 

スタディサプリ＆フォーサイト手帳の取組紹介 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『さわやか相談室』のご案内  TEL ０４８－９５３－００９９ 

〇開室は、月曜日から金曜日、１０時から１７時までです。保護者の方も利用できます。 

※事前にお電話をいただければ、スムーズにご利用いただけます。 

日 曜 行　　事 日 曜 行　　事

1 金
部活動保護者会/部活動本入部

ＰＴＡ総会・第１回理事会
1 月 体育祭予備日②(雨天時火曜授業)

2 土 2 火 振替休業日

3 日 憲法記念日 3 水 第１回東部地区学力検査(３年)

4 月 みどりの日 4 木 Ｂ日課/中央委員会

5 火 こどもの日 5 金 戸ヶ崎祭禮

6 水 振替休日 6 土 戸ヶ崎祭禮

7 木 埼玉県学力・学習状況調査(３年) 7 日 戸ヶ崎祭禮

8 金 埼玉県学力・学習状況調査(２年) 8 月
学校総合体育大会①

ふれあい音楽会(戸ケ崎小)

9 土 9 火
学校総合体育大会②

ふれあい音楽会(前谷小)

10 日 10 水 学校総合体育大会③

11 月
埼玉県学力・学習状況調査(１年)

教育実習開始(～３０日)
11 木 学校総合体育大会予備日

12 火 12 金 学校総合体育大会予備日

13 水 13 土

14 木 Ｂ日課/評議委員会　 14 日

15 金 尿検一次 15 月

16 土 16 火 学校総合体育大会(陸上)

17 日 17 水 学校総合体育大会予備日(陸上)

18 月 専門委員会/尿検一次予備日 18 木 期末テスト１日目

19 火 19 金 期末テスト２日目/専門委員会

20 水 ふれあいデー/通信陸上大会 20 土

21 木 Ｂ日課/通信陸上大会予備日 21 日

22 金 Ｂ日課/評議委員会 22 月 全校集会

23 土 ＰＴＡ資源回収 23 火

24 日 24 水
３年午後カット/ふれあいデー

職場体験事前訪問(２年)

25 月 尿検二次 25 木 修学旅行(３年)

26 火 尿検二次予備日 26 金 修学旅行(３年)

27 水 生徒総会 27 土 修学旅行(３年）

28 木 体育祭予行 28 日 創立記念日

29 金 体育祭準備 29 月 振替休業日(３年)

30 土 第４５回体育祭(雨天時休日) 30 火 職場体験実習(２年)

31 日 体育祭予備日①(雨天時月曜授業)
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桜の花びらが華やかに舞う晴天の下、１３２名の新入生を迎え、2年生９６名、3年生１３９名、

計３６７名で令和８年度の冒険の旅に踏み出しました。入学式では、新入生代表の柴﨑柚音さんが、

始業式では２年生代表の井上裕太さん、３年生代表の船橋悠馬さん、生徒会代表の渡邉姫夏乃さん

が、新しい１年の始まりにふさわしい決意と抱負を発表しました。在校生代表生徒たちが高らかに

響かせた、入学式での校歌合唱も素晴らしかったです。保護者の方々をはじめ地域の皆様、今年度

も引き続き、本校の教育活動にご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。 

 
 
  
  
 
 
 
 

 
 

 
 

  

前川中がどんな学校かを１年生に紹介する「対面式」を行いました。２・３年生は、部活動紹介、

生徒会の学校説明、専門委員会紹介を通じて、本校が互いの個性を尊重し、自分らしく頑張れる学

校であることを伝えてくれました。式が進むにつれて、１年生の笑顔がどんどん増えていきました。 
 

  
 
 
  
 
 
 

 
 

 

 
 
 

本校では、ボランティア活動や挨拶運動に力を入れています。桜の花や葉などで覆われていた本

校入口の道路は、連日多くの生徒による清掃ボランティアのおかげで、爽やかな緑輝く５月の装い

となりました。また、生徒会も挨拶運動を開始しました。互いの「おはようございます」が響き合

い、活気のある明るい１日の始まりを告げています。この雰囲気を大切にしましょう。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

第４５回入学式・第１学期始業式    ４月８日（水） 

対面式               ４月１０日（金） 

朝のボランティア活動・生徒会挨拶運動、実践中！ 



 

 

 

 ４月中旬から、部活動見学や仮入部が行われました。部活動を見学したり、先輩たちに教えても

らったりして、多くの１年生が目を輝かせていました。５月１日より、部活動本入部となります。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生は、４月中、３日間に渡り、全国学力・学習状況調査に取り組みました。この調査は、教

育の質を維持・向上させ、生徒の学習状況の改善を目的とした調査です。５月には、全学年で、埼

玉県学力・学習状況調査を実施します。こちらは、１年間の学力の伸びなどを調査します。 

 

 

 

前川中学校では、令和７年度より、「フォーサイト手 

帳」を活用しています。生徒一人一人の自己理解・自己 

管理能力やキャリアプランニング能力の育成を目指し、 

毎日の時間割や持ち物だけではなく、帰宅後の予定や家 

庭学習計画等を記入することで、自分のスケジュールを 

見える化し、計画の立案や実行力を高めています。 

同じく２年目の取組となる、スタディサプリは、技 

能教科も含めた９教科に取り組めるようになりました。 

この２つを併用し、学力向上につなげていきましょう。 

 

 

 

  ５月２日（土）～６日（水）まで GWの大型連休となります。 

  連休中の交通事故防止に向け、下記の点について、お子様と話す機会を改めて設けていただき、

事故に遭わない・起こさない過ごし方について、ご家庭内での共通理解をお願いいたします。 

≪交通事故防止のための５つの行動≫ ～埼玉県ホームページより～ 
○もしかして、自転車・バイク・自転車・歩行者が来るかもしれないという 

意識を持つ。 

○「止まれ」の標識への意識を持ち、速度ゼロにして完全に止まる。 

○左右、前後、まわりが安全かどうかを自分の目でしっかり見る。 

 ○心・時間にゆとりを持ち、安全が確保されるまで。人や車が通過するのを 

待つ。 

 ○安全に横断、通行ができるかどうか、もう一度、よく確かめる。 

部活動見学・仮入部 

全国学力・学習状況調査／埼玉県学力・学習状況調査 

交通事故の防止について ～大型連休に向けて～ 

フォーサイト手帳の活用 ～自己管理能力の育成～ 


